
 
 今月は喫煙に関する研究をご紹介します。喫煙に関しては本人の健康被害だけで

なく、受動喫煙による他者の健康被害も注目されています。本研究は大規模なゲノ

ムワイド関連解析により日本人に特異的な喫煙感受性などについて研究したもの

です。職場環境の健全化や、従業員の健康増進などに喫煙の問題は検討不可欠です

ね。今後が期待される研究ですので、是非お読みください。 

 

 

喫煙習慣に関連する遺伝因子と疾患感受性との関係を解明 
   －心疾患、喘息、骨疾患など 11の病気の発症リスクと相関－ 
^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^ 

 

理化学研究所（理研）生命医科学研究センター統計解析研究チームの鎌谷洋一郎ら

の共同研究グループは、バイオバンク・ジャパンに参加した日本人約 16万人の遺
伝情報を用いた大規模なゲノムワイド関連解析（GWAS）により、喫煙習慣に関連
する新たな 7カ所の感受性領域（遺伝子座）を発見し、さらに喫煙習慣と 11種類
の病気（心疾患や喘息、慢性閉塞性肺疾患、後縦靱帯骨化症など）の発症リスクが

遺伝的に相関していることを見いだしました。 
喫煙習慣の健康への影響については広く知られていますが、喫煙習慣が個人の遺伝

子配列と具体的にどのように関係しているのかについて、これまで欧米を中心に遺

伝学的研究が進められてきました。 われわれは 2012 年に約 1万 7 千人の日本人
集団を対象とした結果を報告していましたが、本研究では、約 10倍の参加者の情
報を用いることで、新たに日本人特異的な喫煙感受性領域を同定することに成功し

ました。また、喫煙感受性と心疾患や喘息、肺疾患等の発症リスクが遺伝学的背景

を共有していることが明らかとなりました。今後、喫煙習慣やそれに起因する病気

の予防など遺伝子情報に基づいた精密医療への応用が期待できます。 
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